
＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 対外戦略推進室

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【重点】マーケティングの強化とブランディングの推進

指標名 農林水産業産出額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 1,591 1,632 1,644 1,655

現況値 実績値 1,538

目標値 達成率 96.7%

備考 達成度 3

指標名 県産農産物の首都圏販売金額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 30 31 32 33

現況値 実績値 31

目標値 達成率 103.3%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.5

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

1,533億円／年（2018年）

1,655億円／年

28億円／年（2019年度）

33億円／年

・首都圏ブランド力強化対策事業
・「くだもの王国おかやま」晴苺プロジェクト事業
・産地ブランド育成事業
・もっと儲かるおかやま園芸産地育成事業
・岡山米販売力強化支援事業
・畜産物銘柄推進事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

果物を中心に県産農産物の首都圏における認知度、ブランド力は年々向上しており、2021年の東京都中央卸売市場での県産桃、ぶ
どうの販売金額は前年対比117％となった。

今後は、県産農産物の情報発信や、ＥＣサイトを活用した販売促進など新たな顧客の開拓と定着化に取り組み、対面とオンライン
の両面から戦略的なマーケティングを進める



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 対外戦略推進室

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【重点】海外でのブランド確立による輸出拡大

指標名 農林水産業産出額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 1,591 1,632 1,644 1,655

現況値 実績値 1,538

目標値 達成率 96.7%

備考 達成度 3

指標名 県産農産物の輸出金額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 9 10 11 11

現況値 実績値 10

目標値 達成率 111.1%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.5

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

1,533億円／年（2018年）

1,655億円／年

８億円／年（2019年度）

11億円／年

・ポストコロナマーケティング事業
・県産農産物輸出力強化事業
・岡山県農林水産物知的財産総合支援事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

新型コロナウイルス感染症の影響により職員の渡航が制限される中、これまで構築した現地事業者との連携を密にして、台湾、香
港、シンガポール等で、本県産の桃やぶどうのフェアを開催し、積極的なＰＲを実施した。いずれの国においても高い評価を受け
、2021年の県産農産物の輸出金額は前年対比113％となった。
また、東アジア地域での知的財産の保護のため、関係機関と連携して、現地での利用状況資料を収集するとともに、海外商標等の
知的財産を取得した。

重点市場の台湾、香港等を中心とした東アジア地域での産地間競争に対応する必要があることから、流通事業社との連携を一層強
化し、効果的なプロモーションを実施して、岡山ブランドのさらなる推進を図る。
また、東アジア地域において、知的財産の侵害事例が散見されることから、専門家に依頼し現地調査等を実施する。また、海外商
標や育成者権の知的財産の取得を計画的にすすめ、「岡山ブランド」の競争力強化を図る。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 農産課

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【重点】桃、ぶどうの供給力の強化

指標名 農林水産業産出額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 1,591 1,632 1,644 1,655

現況値 実績値 1,538

目標値 達成率 96.7%

備考 達成度 3

指標名 桃、ぶどうの栽培面積
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 1,890 1,895 1,900 1,905

現況値 実績値 1,897

目標値 1,905ha 達成率 100.4%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.5

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

1,533億円／年（2018年）

1,655億円／年

1,882ha（2019年度）

・岡山ハイブリッド産地育成推進事業
・白桃の供給力強化対策事業
・ぶどうの供給力強化対策事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　桃、ぶどうの供給力強化を図るため、ハウスや果樹棚の整備等による面積拡大対策や、品質向上や長期安定出荷に向けた取組等
を支援することにより、桃、ぶどうの栽培面積は目標を上回る成果を上げている。

　新規就農者の確保や産地の担い手による規模拡大を推進するとともに、生産者の高齢化に対応した園地の流動化による産地の維
持にも取り組む必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 農産課

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【重点】次代を担う力強い担い手の確保・育成

指標名 農林水産業産出額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 1,591 1,632 1,644 1,655

現況値 実績値 1,538

目標値 達成率 96.7%

備考 達成度 3

指標名 新規認定農業者数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 135 270 405 540

現況値 実績値 159

目標値 達成率 117.8%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.5

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

1,533億円／年（2018年）

1,655億円／年

117経営体／年（2019年度）

540経営体（４年間累計）

目標値は2021～2024年度の累計

・おかやま農業担い手確保・育成プログラム構築事業
・担い手確保・育成対策事業
・酪農担い手確保対策事業
・おかやまの森林・林業を支える担い手対策事業
・青年漁業者育成確保促進事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　市町村や関係団体と連携し、認定農業者データベースを活用した個々の農業者に応じたきめ細かな伴走型支援等を行うとともに
、酪農教育事業の支援や林業作業士・漁村リーダーの育成等に取り組んだ。
　その結果、新規認定農業者数は目標を上回る成果を上げている。

　支援を必要とする新規就農者や認定農業者を積極的に掘り起こし、専門家による経営改善や法人化等に向けた助言・指導等の支
援を通じて、力強い担い手として育成していくことが必要である。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 農産課

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【重点】生産性の高い農業の推進

指標名 農林水産業産出額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 1,591 1,632 1,644 1,655

現況値 実績値 1,538

目標値 達成率 96.7%

備考 達成度 3

指標名 県産農産物の首都圏販売金額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 30 31 32 33

現況値 実績値 31

目標値 達成率 103.3%

備考 達成度 4

指標名 県産農産物の輸出金額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 9 10 11 11

現況値 実績値 10

目標値 達成率 111.1%

備考 達成度 4

指標名 桃、ぶどうの栽培面積
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 1,890 1,895 1,900 1,905

現況値 実績値 1,897

目標値 1,905ha 達成率 100.4%

備考 達成度 4

指標名 新規認定農業者数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 135 270 405 540

現況値 実績値 159

目標値 達成率 117.8%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.8

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

1,533億円／年（2018年）

1,655億円／年

28億円／年（2019年度）

33億円／年

８億円／年（2019年度）

11億円／年

1,882ha（2019年度）

117経営体／年（2019年度）

540経営体（４年間累計）

目標値は2021～2024年度の累計

・岡山ハイブリッド産地育成推進事業
・ＩＣＴ・省力・低コスト技術等実証事業
・担い手育成・スマート農業社会実装促進事業
・農地中間管理事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出



５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

　スマート農業の現地実証や、規模拡大に向けたスマート農業機器の導入支援、農地中間管理機構による農地集積など、生産性向
上への取組を推進した。

　担い手不足・高齢化が進展する中、本県農業の維持・発展のためには、引き続き、スマート農業の導入や、農地中間管理機構に
よる農地集積など、生産性の高い農業を推進していく必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 畜産課

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【推進】畜産物の生産振興

指標名 肉用牛（肥育牛）の出荷頭数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 14,620 14,780 14,950 15,000

現況値 実績値 14,550

目標値 達成率 99.5%

備考 達成度 3

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

14,453頭（2019年度）

15,000頭

・肉用牛広域後代検定推進事業（岡山和牛おいしさ評価事業）
・肉用牛生産条件特別整備事業
・肉用牛肥育安定特別対策事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

・おいしい岡山和牛への改良に向け、枝肉のオレイン酸等脂肪酸組成の測定576頭(R3)、小ザシに関連する粗脂肪含量光学測定565
頭(R3)を実施した。
・生産基盤を強化するため、新規就農者への牛舎建築及び繁殖牛導入、及び適正な排せつ物処理を行うためのたい肥舎整備に対し
て支援を行った。。
・肥育農家に対して計10,355頭分の積立支援を行った。

・牛肉のおいしさに関連する小ザシの育種価（遺伝的能力）を推定したが、改良に向けて、さらなるデータの蓄積が必要である。
・飼料価格が高騰している状況においては、生産基盤に資金を向けられる農家は多くないため、自給飼料生産や生産性向上に資す
る事業利用を促進する必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 林政課

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【推進】持続的な森林経営の推進

指標名 県産材の生産量
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 530 540 550 550

現況値 実績値 653

目標値 達成率 123.2%

備考 達成度 ※5

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

5.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

512千 （㎥ 2019年）

550千㎥

・県産材需要拡大対策事業
・森林クラウドを活用した新たな森林管理システム支援事業
・おかやま元気な森づくり推進事業

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

　森林経営管理を担う市町村を支援するため、航空レーザー計測データや人工衛星画像を用いた森林計画図等の整備などの森林ク
ラウドを充実するとともに、森林経営の集約化や間伐、高性能林業機械の導入、路網の整備、花粉の飛散低減に配慮した再造林へ
の支援等により、間伐3,301ｈａ、作業道175,665ｍ、再造林78ｈａを実施した。
　また、県産材の利用促進のため、国内外での販路拡大の取組や県産材による木造、木質化等への支援、木質バイオマスの利用推
進などの施策を総合的に進め、結果、ヒノキ素材生産量が全国第１位になるなど、県産材生産量の目標値を超える実績となった。

　人工林資源は年々充実し、本格的な利用期を迎えている中、今後、木材需要の大半を占める新築住宅の国内市場の縮小が予測さ
れ、林業生産活動を通じた林業サイクルの循環の推進がますます重要となっている。外国産木材の供給リスクなども踏まえ、県産
材の供給力強化のための担い手の確保・育成、高性能林業機械の導入、作業道の開設、サプライチェーンの構築とともに、民間建
築物における県産材の利用促進などが求められる。また、森林経営管理制度の確実な実施のための市町村職員や林業経営体の育成
などを推進していくことも必要である。
　そのため、引き続き、森林クラウドの充実、間伐を中心とした適切な森林整備、主伐や利用間伐、主伐後の少花粉苗木による再
造林の推進、森林認証材やＣＬＴの普及などの県産材の需要拡大対策の推進が重要となる。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 水産課

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【推進】水産物の生産振興

指標名 カキ養殖業１経営体あたりの生産額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 2,120 2,140 2,160 2,180

現況値 実績値 1,890

目標値 達成率 89.2%

備考 達成度 3

３ 関連する事業名

４ 施策達成レベル

3.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

1,938万円（2015～2019年までの最大値・最小値を除く３か年平均）

2,180万円

・県内水産物ブランド形成事業
・漁場環境モニタリング調査

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

岡山県を代表する水産物である岡山かきの生産振興を図るため、主要な出荷先である中京圏を中心に認知度向上の取組を通して、
消費拡大を図ることとしており、小売店での販売促進キャンペーンや飲食店での限定メニューの販売など、取扱額の増加を図った
。また、海面及び内水面漁業の漁場環境の変化、漁業資源の減少などに対応するため、水産物の持続的な利用に向けた環境調査に
取り組んだ。

岡山かきの消費拡大を図るため、県漁連等の関係団体と連携して、岡山かきの特徴や衛生管理の取組等について情報発信するほか
、岡山かきのファンを増やす積極的な販売促進等の取組を支援していく必要がある。また、岡山かきの安定した生産を行う必要が
あり、漁場環境の定期的なモニタリングとその結果の発信に引き続き取り組む必要がある。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 農林水産総合センター

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【推進】６次産業化と農商工連携の推進

指標名 農業経営体の農産加工品の販売金額
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 2,550 2,700 2,850 3,000

現況値 実績値 2,939

目標値 達成率 115.3%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

・夢を育てる！６次産業化ステップアップ事業

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

2,282百万円（2017年度）

3,000百万円

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

６次産業化に取り組もうとする意欲ある農林漁業者等の相談支援や商品開発、販路開拓など取組段階に応じた支援、県産加工品の
ＰＲキャンペーンによる消費拡大の支援を行うことにより、県内の農業経営体の農産加工品販売金額は、目標値を上回る約29億４
千万円となった。また、六次産業化法・地産地消法等に基づく総合化事業計画は、2022年３月末現在97件となり、全国で５位とな
っている。

関係機関と連携し、認定事業者の発展段階に合わせたきめ細かな支援を継続するとともに、コロナ禍によるオンライン需要の増大
に対応し、オンライン商談やデジタルマーケティング等、デジタル技術の活用した販路開拓等を支援する。



＜様式２＞

１ 評価施策名 担当部課室 農林水産部 耕地課

重点戦略 Ⅱ 地域を支える産業の振興

戦略プログラム 儲かる農林水産業加速化プログラム

施策名 【推進】農林水産業を支える生産基盤の整備と長寿命化対策の推進

指標名 保全対策に着手した基幹水利施設数
年度 2021 2022 2023 2024

目標値 18 26 34 42

現況値 実績値 20

目標値 達成率 111.1%

備考 達成度 4

３ 関連する事業名

・基幹水利施設ストックマネジメント事業

４ 施策達成レベル

4.0

５ 施策推進による主な成果

既存施設の機能確保など、基幹水利施設の保全対策を計画的に進めることにより、産地の持続的発展につながっている。

６ 今後の施策推進に向けての課題

2022年度　施策評価シート(2021年度実績)

２ 生き活き指標(推進施策の指標)の進捗(達成)状況

94施設（2019年度）

136施設

2021年度：114施設（達成率は現況値からの増加数で算出）

生き活き指標又は推進施策の指標の達成度を
平均して施策達成レベルを算出

今後、耐用年数を超える施設が増える中、限られた予算で保全対策を推進するためには、施設管理者等との更なる連携を図り、重
要度や緊急度に応じて計画的に対策を進める必要がある。
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